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１．概要（Summary） 

表 面 増 強 ラ マ ン 散 乱 （ 以 下 、 SERS （ Surface 
Enhanced Raman Scattering）ともいう）は、金属表面

に励起された表面プラズモンによる電界により、金属表面

に存在する分子のラマン散乱光の強度が数桁増強される

現象である。表面プラズモンとは、金属に光を照射したと

きに励起される金属中の自由電子の粗密波である。この

ような SERS は、試料表面近傍の測定方法に応用されて

おり、ラマン散乱光の測定感度を約2桁以上上昇させるこ

とができる表面増強ラマン分光法として提案されている。

本検討では透過型センサの作製プロセスにおいて、ナ

ノ構造を有する各種金属材料の検討を行う。 
 
２．実験（Experimental） 
 当社において、100 μm 厚の無アルカリガラスを用いて

その表面にスパッタリング法を用い、Au 膜・Ag 膜を 
単層にて、各々3 nm のナノ膜厚を狙い処理を行った。 

その膜付ガラスを電界放射型走査電子顕微鏡(Field 
Emission Scanning Electron Microscopy, FE-SEM)
により観察を行い、ナノ構造形成状態の観察を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 観察の結果、Fig. 1 の Au 膜においては Au ナノスパッ

タ粒子同士が接触接合する事象が確認された。反面、Ag
ナノスパッタ粒子においては接触する事も無く、ナノ構造

を保ち透過型センサの表面で励起されるプラズモン電界

を充分に発生させる構造体が形成されている事が分かっ

た。Au 膜においては、今後も適切なスパッタリング条

件及び膜厚を探索し、最適化を図る事とする。 
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Fig. 1. FE-SEM images of the samples. 
 
４．その他・特記事項（Others） 
なし 
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